
【開催期間】令和7年4月13日(日) ～10月23日(日)まで 
【開催場所】大阪 夢洲
【主 催】2025年日本国際博覧会協会

ジャパンインターナショナルボートショー2025

海事ＦＡＸ短信
ＶＯＬ．479 2025．3.15

国民の祝日「海の日」は、海の恩恵に感謝するとともに海洋国日本の繁栄を願う日です。

日本海事広報協会 出版部

TEL 03-3552-5034
FAX 03-3553-6580
X @kaijipr

ｲﾝｽﾀｸﾞﾗﾑ @kaiji_pr
フォローお願いします！

月１～２回海事関係のイベントや海事関係資料をマスコミや海事関係団体の皆様にご紹介しています。

海のイベント情報
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【2025年大阪・関西万博】商船三井グループによる「未来の都市」パビリオン展示

商船三井グループは2025年大阪・関西万博の未来ショーケース事業「フューチャ
ーライフ万博・未来の都市」にブロンズパートナーとして協賛、展示を行います。
パビリオン内では、同社グループが開発を進める次世代の水素生産船「ウインド

ハンター」の大型模型を展示します。

【開催期間】令和7年3月20日(祝・木)～3月23日(日)まで
【開催時間】10:00～17:00（初日は11:30開場）
【 】一般（高校生以上）2,000円 中学生以下無料

（ﾊﾟｼﾌｨｺ横浜会場及び横浜ﾍﾞｲｻｲﾄﾞﾏﾘｰﾅ会場）

【お問合せ】ボートショー運営デスク
TEL：03-5542-1205
FAX：03-5542-1206
Eﾒｰﾙ：boatshow@marine-jbia.or.jp

日本マリン事業協会では、「ジャパンインターナショナルボートショー2025」を3
月20日（祝・木）から23日（日）までパシフィコ横浜、横浜ベイサイドマリーナ、
八景島マリーナほかで開催します。今回で64回目を迎える、日本国内では最大級の
マリンイベントです。「あふれる笑顔 この海でずっと・・・・」をテーマに、今回
は新しく日本丸シーカヤックパーク会場が加わり、
4会場で海とモビリティーの世界をご紹介します

入 場 料

2025マリンアンバサダーの2025ミス日本
「海の日」高橋彩乃さん(左)、2024マリン
アンバサダーの2024ミス日本「海の日」
有馬佳奈さん(右) 。

ゆめしま

海洋画家・高橋健一の海洋画展2025～色鉛筆で彩る船と海の世界～

海洋画家・高橋健一さんの海洋画展2025が、東京・有楽町の老舗商業ビル「東京
交通会館」において開催されます。色鉛筆やパステル、修正液を用いて制作された
船と海の世界をご堪能ください。
【開催期間】令和7年4月13日(日) ～4月19日(土)まで 
【開催場所】東京交通会館B1F「ギャラリー玻瑠」
【開催時間】11:00～18:30（最終日は15:00まで）
【 】無料入 場 料

※会期中2会場へ何度も入場可能なフリーパスを発行



機関誌と海事資料の紹介

海上保安新聞 2025年3月5日号

＜巻頭＞能登地震での海域調査 津波防災に貢献
研究発表 航路早期再開にも
公益財団法人海上保安協会  03-3297-7580

＊配信停止またはFAX番号の変更をご希望の場合は、下記にご記入の上、FAX（03-3553-6580）にてお知らせください。
FAXが誤って届いている場合も同様にお知らせください。

新聞「海上の友」 毎月1日発行

購読料 1か月 542円（税込み、送料別）
月刊紙・タブロイド判・8ぺージ。
1月1日号、7月1日号は12ページ、一部カラー。

お申込み TEL：03-3552-5034
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□配信停止・誤送信（いずれかに○をつけてください。） □番号変更

社名・団体名（ ） 社名・団体名（ ）

間違番号 （ ） 変更番号 （ ）

内航海運新聞 2025年2月17日号
＜ﾄﾋﾟｯｸｽ＞貨物船用船料  最低8％程度アップ必
要の声～船主、持続可能な経営で理解求める～
内航新聞社  03-3241-6911

港湾  ２月号  Vol .102 February 2025
＜特集＞港湾緑地を核としたみなとまちづくり

公益社団法人日本港湾協会 03-5549-9575

港かわさき 2025.2 No.75
＜ﾄﾋﾟｯｸｽ＞川崎市市制100周年記念川崎みなと祭り

川崎港振興協会  044-287-6001

海のニュース

山縣記念財団ライブラリー第４弾 東京海洋大学「船が育んだ江戸」編集委員会編
『船が育んだ江戸 物の運びがもたらす暮らしと文化』刊行
山縣記念財団は同財団ライブラリーの第4弾として『船が育んだ江戸 物の運びが

もたらす暮らしと文化』東京海洋大学「船が育んだ江戸」編集委員会編が刊行とな
りました。同書は東京海洋大学附属図書館にて2017年から2020年にかけて開催され
た企画展示「船が育んだ江戸～百万都市・江戸を築いた水運～」
の図録を大幅に加筆修正されたもので、徳川家康の江戸開府以来、
江戸の人々の暮らしに船が極めて重要な役割を果たし、船こそが
江戸を育み、今日の大都市東京の発展をもたらしたことを、
「海」、「川」、「船」、「恵み」の4つの視点からまと
めています。
※なお、同財団は同書の販売には一切関与しておらず、また、印税などの
収益も発生しません。
販売の問い合わせは海文堂出版（TEL：03-3815-3291）まで。

日本海事広報協会 定期刊行物

船員と家族にむけて1949年（昭和24年）に創刊さ
れた情報紙です。海上輸送にかかわる行政、経済、労
働、福祉など多面的な記事を掲載するほか、船員と船
員家庭の双方で話題になる体験記やエッセーなども掲
載し、海上労働の現場と家庭を結びつける役目も果た
しています。
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